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平成 14 年３月期（平成 13 年４月１日～平成 14 年３月 31 日） 

中間業績予想との差異について 

 

  平成 14 年３月期（平成 13 年４月１日～平成 14 年３月 31 日）の業績予想について、平成 13 年５月 18 日付

決算短信発表時の当中間期（平成 13 年４月１日～平成 13 年９月 30 日）の個別業績予想及び平成 13 年８月６

日付第 1 四半期決算短信発表時の当中間期（同）の連結業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 

１．平成14年３月期の中間連結業績予想の修正等 

 (1) 当中間期（平成13年４月１日～平成13年９月30日）連結業績予想との差異 

                                     （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）      ７，７２０        ７２０         ６２０ 

 今 回 修 正（Ｂ）      ７，１２０      １，２１０          ４３０ 

 増   減   額（Ｂ－Ａ）      △  ６００        ４９０     △   １９０ 

 増       減       率      △  ７．８％        ６８．１％     △ ３０．６％ 

  

(2) 修正理由 

① 売上高について、前回予想では平成13年７月27 日に新たに連結子会社となった株式会社志摩

東京カウンテイの売上高として７５０百万円（６ヶ月相当分）を見込んでおりました。しかしな

がら、連結初年度は支配獲得日以降の売上高が連結対象となるため、当該連結子会社が当中間期

の売上高に与える影響額を今回修正で３７０百万円（２ヶ月相当分）に訂正いたします。加えて、

個別業績予想の修正等により当中間期の売上高は７，１２０百万円となる見込みです。 

② 経常利益については、個別業績予想の修正等により１，２１０百万円となる見込みです。 

③ 当期利益については、個別業績予想の修正等により４３０百万円となる見込みです。 

  

(3) ご参考：前期の連結実績（平成12年４月１日～平成13年３月31日） 

   （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 中 間 期（12/4～12/9）      ７，８７１      ２，００１        ９０９ 

 通   期（12/4～13/3）    １４，３０６      ２，８３７      １，２９２ 



 

 

２．平成14年３月期中間業績予想の修正等 

(1) 当中間期（平成13年４月１日～平成13年９月30日）業績予想との差異 

  （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 前 回 予 想（Ａ）      ５，８８０        １００        ３００ 

 今 回 修 正（Ｂ）      ５，６７０        ４８０           ５０ 

 増   減   額（Ｂ－Ａ）      △ ２１０          ３８０     △   ２５０ 

 増       減       率      △  ３．６％      ３８０．０％     △ ８３．３％ 

 

 (2) 修正の理由 

① 売上高については、個人消費の回復感が乏しいなか、催事回数を増やした地方都市会場での小

型催事の売上不振等の理由により５，６７０百万円と減収となる見込みです。 

② 経常利益については、売上高の低迷により催事のコストパフォーマンス重視による効率化を図

り会場費、広告宣伝費等の圧縮や人件費の抑制に努め５９０百万円経費削減により４８０百万円

となる見込みです。 

③ 当期利益については、有価証券評価損８３０百万円の特別損失計上等もあり、５０百万円とな

る見込みです。 

 

(3) ご参考：前期の実績（平成12年４月１日～平成13年３月31日）    

   （単位：百万円） 

 売   上   高 経 常 利 益 当 期 利 益 

 中 間 期（11/4～11/9）      ７，０９５      １，８２２        ８９９ 

 通   期（12/4～13/3）    １２，５８５      ２，１０３      １，００８ 

 

（注） 平成14年３月期の通期業績予想の発表は、中間決算発表時（平成13年 11月 15日予定）にお知

らせします。 

以  上 


